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「みんなの家」が４棟全て完成しました

　令和２年７月豪雨で被災した公民館に替わる集会所
「みんなの家」の建設を希望した温泉町、上新町・下
新町、大工町・二日町、宝来町の全てに、みんなの家
が完成しました。みんなの家は、被災地区の創造的復
興に向けた地域づくりの拠点として活用できるよう日
本財団が資金を助成し、一般財団法人熊本県建築住宅
センターが整備する事業です。
　完成した４棟の設計は、東京に拠点を構え、駅や学
校などの公共建築、福祉施設、住宅、公共の広場など
さまざまな分野の施設の設計を行う乾

いぬい

久美子建築設計
事務所によるものです。それぞれの地域に住む住民の
意見を聞きながら、みんなの家を使う人（利用者）と
作る人（設計者・施工者）とで整備を進めました。

くまりばの温泉施設の復旧工事を行っています

　令和２年７月豪雨の影響で休止している市まち・ひと・しごと
総合交流館くまりばの温泉施設は、営業再開に向けて７月から災
害復旧工事を行っています。工事期間中、皆さんにはご不便をお
掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

所在地　相良町４番地２
工事期間　 ～令和６年２月末（予定）

問合せ　市商工観光課しごと創生係（☎２２－２１１１　内線２１３４）

▲被災前の温泉施設

　令和２年７月豪雨で、住居が全壊などの被害を受
け基礎支援金を申請した世帯、住居が中規模半壊の
被害を受けた世帯が住まいを再建する場合に支給す
る被災者生活再建支援金（加算支援金）の申請期限
を延長します。
　加算支援金の支給額は、住宅の再建方法、世帯員
数に応じて 18.75 万円～ 200 万円です。

被災者生活再建支援金（加算支援金）の申請期限を延長します

変更前　令和５年８月３日（木）
変更後　令和６年８月３日（土）

　申請には、住宅を建設・購入、補修または賃借す
るときの契約書の写しが必要です。
※契約内容により追加書類が必要な場合があります。

問合せ　市被災者支援対策課生活再建係（☎２２－２１１１　内線１２７３）

■熊本県統合型防災情報システム
　「ダム情報」から各ダムの操作状況を含めたダム
情報を確認できます。

■熊本県防災情報メールサービス
　メールサービスを登録し、受信したい情報を選択
することで必要な情報を受け取ることができます。

　県では、災害時に住民の皆さんの円滑で迅速な避難につなげることを目的に、令和５年６月１日から防災情報メー
ルサービスや SNSなどを活用し、市房ダム（球磨郡水上村）を含む県内の６つのダムでの操作状況をお知らせし
ています。次の４つのツールをご活用ください。

ダム情報の発信方法について

問合せ　県河川課（☎０９６－３３３－２５１０）

■ Yahoo! 防災速報
　「Yahoo! 防災速報」のアプリをダウンロードし、
地域を設定すると情報を確認できます。

■T
ツ イ ッ タ ー

witter
　インターネットまたは Twitter の検索画面から
「防災くまもと」と検索すると情報を確認できます。

総合型防災情報システム 検索

熊本　防災　メール 検索

Yahoo! 防災速報 検索

防災くまもと 検索※ すでにメールサービスを利用している人は登録内容の編集
画面で「ダム放流情報」を追加する必要があります。

問合せ　市地域コミュニティ課自治支援係（☎２２－２１１１　内線１０６１）

■建物の特徴

お堂をイメージした大きな寄棟（よせむね）屋根は地域のシン
ボル

使いたいときだけ畳をフローリングの上に敷くことができる置
き畳を常備

車いすを使う人や足の不自由な人も出入りしやすいように土間
と板間の段差を無くしたバリアフリーの室内

建物は浸水を防ぐことができる少し高い基礎で、庇（ひさし）
の下には住民がくつろげるコンクリートベンチを設置

▲

 九州内の建築系大
学生プロジェクト
「KASEI」の学生
もみんなの家づく
りに参加した

▲  設計業者と地域
住民とのワーク
ショップではさま
ざまな希望や意見
が出された
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